
日本ロシア文学会若手ワークショップ企画支援プロジェクト 募集要項 

 

日本ロシア文学会 

会長 三谷惠子 

2020 年 12 月 
 

1. 趣旨 

（1）日本ロシア文学会は、本学会の活動促進と若手会員の業績形成支援の一環

として、若手会員の主導によるワークショップ開催に対し経費を助成します。

ワークショップの内容は、日本ロシア文学会の活動趣旨に合致したものとしま

す（会則規則第２条参照）。 

（2）企画の採否は、ワークショップの内容、意義、経費の妥当性などを考慮の

上、決定します。 

 

2. 助成金 

（1）助成額は最大 10 万円です。 

（2）ワークショップ開催期間は 2021 年 5 月 1 日から 2022 年 3 月 31 日までの

間です。 

（3）助成金の使途は以下のとおりです。他の助成金と使途が重複してはいけま

せん。ただし他の経費（科研費や大学研究費）の使途を書類上明確に区分する

場合は合算使用が可能です。 

 a. ワークショップ開催のための費用（旅費、謝金、会場費、資料印刷費等） 

 b. その他学会執行部が妥当と認めたもの。 
 

3. 申請条件 

（1）ワークショップの代表者は原則として、博士後期課程在籍ないし同課程修

了後 5 年以内の会員とします。 

（2）代表者は申請時点で当該年度の会費を納入していなければなりません。 

（3）ワークショップ企画にさいし、ワークショップの内容に合致した分野で実

績のある会員をアドヴァイザーとして企画に加えてください。アドヴァイザー

がワークショップ参加者を兼ねることは可能です。アドヴァイザーには、ワー

クショップ全般に関して指導や助言、援助を与えることが期待されます。 



（4）ワークショップの企画・実施は、代表者を中心に学会若手会員が行うもの

とします。参加者に修士課程在籍以上の非会員を加えることは可能ですが、参

加者の半数以上を非会員が占めるような構成は認められません。 

（5）開催場所・開催時期の指定はありません。指定の期間内にワークショップ

を開催してください。ただし全国大会等の学会行事と重複しないように注意し

てください。 

 

4. 申請手続き 

（1）申請は企画代表者が行ってください。 

（2）申請には所定の申請用紙を用いてください。 

（3）代表者は申請用紙に必要事項を記入し、締め切りまでに電子メールで下記

までお送りください。 

 締め切り 2021 年 3 月 31 日（水）24:00 （必着） 

 提出先   日本ロシア文学会事務局 （yaar@yaar.jpn.org） 

           ※件名に「若手ワークショップ企画申請」と明記してください。 

（4）申請書の差し替えや訂正は認めません（記載内容に不備のある場合は選考

の対象外となりますのでご注意ください） 
 

5. 採否と助成額の決定 

（1）申請された企画の採否および助成金額は学会執行部で審議し、決定します。

採否結果は会長からすみやかに代表者に通知します。 

（2）申請額の全額が助成されるとは限りません。 

（3）採択後に大幅に計画を変更することはできません。 
 

6. ワークショップの実施 

（1）助成金は企画代表者の指定する銀行口座に振り込みます。代表者は会計簿

を作成して助成金の管理を行ってください。 

（2）すべての支出に対して「日本ロシア文学会」宛ての領収書を取ってくださ

い。学会宛領収書を取ることができない場合には、ワークショップ開催との関

係が明らかになるような領収書でも可とします。領収書はワークショップ終了

まで保管してください。 

（3）旅費・謝金の支出に際しては、日本学術振興会が定めるガイドラインまた



はアドヴァイザーが所属する研究機関の定めるガイドラインに依拠してくださ

い。 

（4）計画の変更が必要になった場合や、助成金の使途について不明な点がある

場合は、事務局に問い合わせてください。 

（5）助成額の全額を使い切る必要はありません。支出は必要不可欠なもののみ

んとし、できるだけ節約に努めてください。助成金の残額は学会に返金してい

ただきます。残金が生じたことで、次回応募時の選考に影響が及ぶようなこと

はありません。 

（6）ワークショプの実施にさいしてはポスター等を作成し、学会ホームページ

で周知してください。またポスター等には「日本ロシア文学会主催若手ワーク

ショップ」であることを明記してください。 

（8）本制度の趣旨に反する行為や、研究者としての倫理に反する行為があった

場合には、ワークショップの開催前か開催後かを問わず、助成を取り消します。

その場合、プロジェクトの代表者は助成金を全額返納しなければなりません。 
 

7. ワークショップ終了後 

（1）企画代表者は、ワークショップ終了後すみやかに（i）実施報告書、（ii）会

計報告書を会長に提出してください。両報告書に対する評価を執行部で行い、

会長が理事会で報告します。 

（2）ワークショップの成果は学会ホームページに公開してください。またワー

クショップ参加者はその成果を学会誌等の学術誌に投稿することが期待されま

す。 

 

8. 問い合わせ先 

 日本ロシア文学会事務局 安達大輔 yaar@yaar.jpn.org 
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